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航

物

物

自

必要資機材量

大型土のう 0袋
盛土 0㎥
土砂 25.18㎥
RC-40 773㎡

バックホウ（0.8㎥） 6台
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 5台
ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 5台
振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台
振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 5台

被害想定

がれき量 3,574㎥

橋梁段差 104橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

富士IC

新富士IC

静岡県富士土木事務所
資材置場 拠点事務所拠点事務所

富士国道維持出張所
資材置場 拠点事務所 拠点事務所

静岡県／富士・富士宮

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例

物

自

富士川河川敷憩いの
広場（野球場）

外神スポーツ広場

芝川スポーツ広場

富士川河口東側

富士市防災
ヘリポート

●

●

■

●

●

資材置場

コンクリートプラント

アスファルトプラント

凡 例
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御殿場IC

裾野IC

航

自

必要資機材量

大型土のう 60袋
盛土 0㎥
土砂 12.58㎥
RC-40 518㎡

バックホウ（0.8㎥） 8台
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 6台
ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 6台
振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台
振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 6台

被害想定

がれき量 508㎥

橋梁段差 74橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 2箇所

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

資材置場

御殿場国道維持出張所

拠点事務所 参集場所

静岡県／北駿

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

御殿場市陸上競技場

●

資材置場

コンクリートプラント

アスファルトプラント

凡 例

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
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127

17

18

沼津岡宮IC

長泉沼津IC

航

物

物

必要資機材量

大型土のう 360袋
盛土 0㎥
土砂 10.52㎥
RC-40 398㎡

バックホウ（0.8㎥） 61台
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 12台
ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 12台
振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 3台
振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 12台

被害想定

がれき量 8,781㎥

橋梁段差 56橋台

橋梁流出 2橋

落橋 1橋

斜面崩壊 12箇所

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

資材置場

資材置場

沼津河川国道事務所

沼津国道維持出張所

拠点事務所

拠点事務所 参集場所

静岡県／南駿

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

内浦漁港

静浦漁港

戸田漁港

御浜海水浴場

井田海水浴場すべり

大瀬海水浴場

千本浜

沼津今沢海岸

牛臥海岸

沼津市営野球場

長泉中央グラウンド

清水中学校
グラウンド

▲

▲

▲
■

■

■

■

■

■

●

●

●

資材置場

コンクリートプラント

アスファルトプラント

凡 例

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
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函南塚本IC

三島塚原IC

11

航

物

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

必要資機材量

大型土のう 0袋
盛土 0㎥
土砂 2.72㎥
RC-40 112㎡

バックホウ（0.8㎥） 6台
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 4台
ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 4台
振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台
振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 4台

被害想定

がれき量 398㎥

橋梁段差 16橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

静岡県／三島・函南

函南運動公園

柏谷公園 野球場

長伏グラウンド
北側駐車場

●
●

●

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

資材置場

コンクリートプラント

アスファルトプラント

凡 例

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
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11

18

12

修善寺IC

大平IC

月ヶ瀬IC

物

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

必要資機材量

大型土のう 840袋
盛土 0㎥
土砂 12.54㎥
RC-40 446㎡

バックホウ（0.8㎥） 124台
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 10台
ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 10台
振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台
振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 10台

被害想定

がれき量 4,495㎥

橋梁段差 62橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 28箇所

資材置場

道の駅『伊豆のへそ』
参集場所

静岡県／田方

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

■

■

■

▲

▲

■

■

●

土肥海水浴場

小土肥海岸

御浜海水浴場

土肥港

戸田漁港

井田海水浴場すべり

大瀬海水浴場

伊豆総合高等学校
土肥分校グラウンド

資材置場

コンクリートプラント

アスファルトプラント

凡 例

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
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11

12

20

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

必要資機材量

大型土のう 450袋
盛土 0㎥
土砂 4.40㎥
RC-40 146㎡

バックホウ（0.8㎥） 46台
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 3台
ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 3台
振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 2台
振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 3台

被害想定

がれき量 10,576㎥

橋梁段差 20橋台

橋梁流出 3橋

落橋 0橋

斜面崩壊 15箇所

伊東高校
資材置場

参集場所拠点事務所

静岡県熱海土木事務所
資材置場

静岡県／熱海・伊東

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

伊東港（伊東耐震）

網代漁港

小室山公園総合運動公園

初島

長浜人工海水浴場

オレンジビーチ

伊東港東側すべり

伊東観光桟橋

熱海観光港芝生広場

大室山登山リフト第３駐車場

市民運動場

▲

▲

●

▲

▲

■

■

▲

●

●

●

資材置場

コンクリートプラント

アスファルトプラント

凡 例

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
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14

物

必要資機材量

大型土のう 1170袋
盛土 0㎥
土砂 7.10㎥
RC-40 222㎡

バックホウ（0.8㎥） 90台
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 7台
ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 7台
振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台
振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 7台

被害想定

がれき量 17,749㎥

橋梁段差 30橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 39箇所

静岡県／賀茂東

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

静岡県下田土木事務所

資材置場 拠点事務所 参集場所

クロスカントリーコース

資材置場

須崎漁港

わくわくの森第一駐車場
（鉢ノ山セラピーロード）

今井浜海水浴場

白浜大浜海水浴場

外浦海水浴場

多々戸浜
海水浴場

入田浜
海水浴場

吉佐美大浜海
水浴場

熱川YOU湯ビーチ

▲

■

■

■

■■
■

●

■

資材置場

コンクリートプラント

アスファルトプラント

凡 例

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
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必要資機材量

大型土のう 690袋
盛土 0㎥
土砂 7.92㎥
RC-40 203㎡

バックホウ（0.8㎥） 113台
ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 4台
ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 4台
振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台
振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 4台

被害想定

がれき量 23,747㎥

橋梁段差 26橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 23箇所

静岡県／賀茂西

物

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

■：砂浜

凡 例

注）24時間体制（8時間×3班）で算定したものである。
注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

注）高速道路については、概ね１日で啓開を行うものとする。
注）迂回路がなく片押し作業となる区間は、啓開の迅速化を図るために適宜作業パーティを編成。

三坂漁港

安良里漁港

田子漁港

仁科漁港

雲見漁港

岩地漁港

松崎高等学校グラウンド

弓ヶ浜海水浴場

雲見海水浴場

▲

▲

▲

▲

▲

▲

■

●

●

■

資材置場

コンクリートプラント

アスファルトプラント

凡 例

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例

わくわくの森第一駐車場
（鉢ノ山セラピーロード）
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●

島田大井川
緑地公園

●

大井川清流緑地（高島グラウンド）

▲
焼津漁港

▲
地頭方漁港

▲
小川漁港

▲焼津石津海岸（焼津石津浜）

▲
相良漁港 坂井

御前崎港

大井川緑地公園
（大井川緑地）

富士山静岡空港

牧之原市役所

菊川IC

吉田IC

150

473

島田土木事務所
資材置場

拠点事務所
参集場所

資材置場

牧之原市静谷字三栗

資材置場

島田市神座

静波体育館

島田金谷IC

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

1

被害想定

がれき量 5,709㎥

橋梁段差 106橋台

橋梁流出 3橋

落橋 0橋

斜面崩壊 3箇所

必要資機材量

大型土のう 54袋

盛土 138㎥

土砂 28㎥

RC-40 89㎥

バックホウ（0.8㎥） 8台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 2台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 2台

相良総合グラウンド

島田市総合
スポーツセンター
ローズアリーナ

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

静岡県／牧之原

御前崎市拠点防災倉庫

御前崎市役所

島田市役所

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

島田市立総合
医療センター

相良牧之原IC

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
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●

島田大井川緑地公園

静岡県／牧之原（川根）

資材置場

島田市神座

1

島田土木（川根支所）
資材置場

拠点事務所

参集場所

資材置場

島田市 金谷神尾
76番地先

川根本町役場

高郷河川敷多目的広場

健康増進施設
（体育館）

島田金谷IC

被害想定

がれき量 401㎥

橋梁段差 26橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 8箇所

必要資機材量

大型土のう 144袋

盛土 368㎥

土砂 5㎥

RC-40 43㎥

バックホウ（0.8㎥） 3台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 3台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 3台

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
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●

島田大井川緑地公園

▲
焼津漁港

▲
大井川港

▲
小川漁港

▲焼津石津海岸
（焼津石津浜）

●

大井川清流緑地（高島グラウンド）

参集場所

拠点事務所

資材置場

資材置場

牧之原市静谷字三栗

1

150

大井川焼津藤枝SIC

吉田IC

焼津IC

島田土木事務所

必要資機材量

大型土のう 54袋

盛土 138㎥

土砂 9㎥

RC-40 37㎥

バックホウ（0.8㎥） 5台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 1台

被害想定

がれき量 3,347㎥

橋梁段差 38橋台

橋梁流出 0橋

落橋 3橋

斜面崩壊 3箇所

谷稲葉IC

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／吉田

大井川河川敷運動公園

島田市役所

島田市立総合医療センター

島田市総合スポーツセンター
ローズアリーナ

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

吉田町総合体育館

吉田町中央公民館

吉田町役場

静波体育館

牧之原市役所

榛原総合運動公園
ぐりんぱる

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
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●

島田大井川
緑地公園

▲
焼津漁港

▲
小川漁港

▲焼津石津海岸（焼津石津浜）

●

大井川清流緑地（高島グラウンド）

▲清水港

▲江尻埠頭

▲
興津埠頭

▲新興津埠頭

▲日の出埠頭

▲
三保真崎海水浴場

▲
三保の松原

▲清水港（油槽所）

●

静岡県立静岡中央高校

●日本平運動公園

●

静岡競輪場駐車場

▲
用宗漁港

▲
浜川河口西側海岸

▲
安倍川河川敷

焼津市立総合病院

新静岡IC

静岡IC

拠点事務所

静清国道維持出張所

静岡国道事務所

資材置場

拠点事務所

焼津市消防防災センター

資材置場

焼津市大島

資材置場

資材置場

藤枝岡部IC周辺

大井川港

航空自衛隊静浜基地

150

資材置場

参集場所

拠点事務所

島田土木事務所 

被害想定

がれき量 3,966㎥

橋梁段差 80橋台

橋梁流出 0橋

落橋 1橋

斜面崩壊 1箇所

必要資機材量

大型土のう 18袋

盛土 46㎥

土砂 35㎥

RC-40 72㎥

バックホウ（0.8㎥） 6台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 1台

藤枝市瀬戸谷字中山

大井川河川敷運動公園 凡 例

静岡県／焼津

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

藤枝総合運動公園

大井川農業協同組合
農産物集出荷場

静岡県藤枝総合庁舎
(静岡県中部方面本部)

静岡県武道館

藤枝市立総合病院

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

焼津市役所

1

藤枝岡部IC

焼津IC

焼津市総合体育館

藤枝市役所

焼津市総合グラウンド

N
優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
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▲清水港

▲江尻埠頭

▲興津埠頭
▲新興津埠頭

▲日の出埠頭

▲三保真崎海水浴場

▲三保の松原

▲
清水港（油槽所）

●

●

静岡県立静岡中央高校

●

日本平運動公園

▲
用宗漁港

▲浜川河口
西側海岸

▲
安倍川河川敷

静岡競輪場駐車場

新清水JCT

清水IC

静岡IC

150

拠点事務所

駿河日本平ブロック
静岡土木センター

参集場所

参集場所

駿河大里ブロック
高松浄化センター

拠点事務所

資材置場

静岡国道事務所

拠点事務所

参集場所

駿河長田ブロック
長田コミュニティ防災センター

拠点事務所

拠点事務所

拠点事務所

葵中央ブロック
中央体育館

参集場所

拠点事務所

参集場所

拠点事務所

葵藁科ブロック
藁科生涯学習センター 

参集場所

葵城北ブロック
城北浄化センター

拠点事務所

参集場所

拠点事務所

葵北ブロック
俵沢道路工事センター

静清国道維持出張所

静岡市役所

資材置場

美川町防災倉庫

新静岡IC

静岡ヘリポート

被害想定

がれき量 2,171㎥

橋梁段差 29橋台

橋梁流出 1橋

落橋 0橋

斜面崩壊 1箇所

必要資機材量

大型土のう 18袋

盛土 46㎥

土砂 8㎥

RC-40 25㎥

バックホウ（0.8㎥） 4台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 1台

静岡県／静岡

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

清水JCT

静岡済生会総合病院

県立草薙総合運動場

静岡産業支援センター
（ツインメッセ静岡）

静岡県庁静岡市静岡庁舎
・葵区役所

静岡市立静岡病院

西ヶ谷総合運動場駐車場

道の駅『宇津ノ谷峠』

静岡赤十字病院

静岡県立総合病院

駿府城公園

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

1
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資材置場

国道1号沿道国有地
（清水区横砂地区）

参集場所

拠点事務所

清水中央ブロック
（一社）清水建設業協会

参集場所

拠点事務所

清水南ブロック
岡生涯学習交流館

1

1

150

新清水JCT

被害想定

がれき量 4,628㎥

橋梁段差 41橋台

橋梁流出 1橋

落橋 0橋

斜面崩壊 1箇所

静岡県／清水

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

清水港(油槽所)

清水庵原球場

清水港(興津)

清水港(日の出)

静岡市立清水病院

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

149

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

必要資機材量

大型土のう 18袋

盛土 46㎥

土砂 20㎥

RC-40 40㎥

バックホウ（0.8㎥） 9台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 1台

●日本平運動公園

▲清水港

▲江尻埠頭

▲興津埠頭

▲新興津埠頭

▲日の出埠頭

▲三保の松原

▲三保真崎海水浴場

▲清水港（油槽所）



中部道路啓開計画 具体計画図 15

●

富士川河川敷スポーツ広場

▲興津埠頭
▲新興津埠頭

新清水IC

52

資材置場

静岡市宍原地先

参集場所

拠点事務所

清水蒲原ブロック
蒲原市民センター

参集場所

拠点事務所

清水由比ブロック
由比生涯学習交流館

清水北ブロック
小島生涯学習交流館

新富士IC

参集場所

拠点事務所

1

富士川SIC・SA

被害想定

がれき量 2,309㎥

橋梁段差 50橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 2箇所

必要資機材量

大型土のう 36袋

盛土 92㎥

土砂 17㎥

RC-40 46㎥

バックホウ（0.8㎥） 4台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8～1.1t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ（3～4t） 1台

静岡県／興津

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

清水宍原スポーツ広場

清水PA(下り線)

清水PA(上り線)

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 16

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／湖西

0 5km

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 47.0㎥

RC-40 88㎥

バックホウ(0.8㎥) 12台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ（3t級） 3台

タイヤローラー(8～20t) 3台

振動ローラー(0.8～1.1t) 0台

振動ローラー（3～4t） 3台

被害想定

がれき量 4,634㎥

橋梁段差 14橋台

橋梁流出 1橋

 落橋 0橋

斜面崩壊 1箇所

凡 例

 アクセスすべき拠点

概ね１日

概ね１～２日

概ね３日

概ね７日

啓開日数設定なし

 緊急輸送ルート

Step1
Step2
Step3

    拠点・施設等への
   接続ルート

凡 例
： 橋梁段差
： 橋梁流出
： 落橋
： 斜面崩壊

  （防災点検要対策を含む)
： 迂回路

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地内進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート



中部道路啓開計画 具体計画図 17

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

0 5km

静岡県／浜松②

必要資機材量

大型土のう 1,635袋

盛土 0㎥

土砂 77.6㎥

RC-40 214㎥

バックホウ(0.8㎥) 61台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ（3t級） 11台

タイヤローラー(8～20t) 11台

振動ローラー(0.8～1.1t) 0台

振動ローラー（3～4t） 11台

被害想定

がれき量 3,887㎥

橋梁段差 19橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 3箇所

凡 例

 アクセスすべき拠点

概ね１日

概ね１～２日

概ね３日

概ね７日

啓開日数設定なし

 緊急輸送ルート

Step1
Step2
Step3

    拠点・施設等への
   接続ルート

凡 例
： 橋梁段差
： 橋梁流出
： 落橋
： 斜面崩壊

  （防災点検要対策を含む)
： 迂回路

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地内進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート
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注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／浜松①

0 5km

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 58.8㎥

RC-40 119㎥

バックホウ(0.8㎥) 14台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ（3t級） 6台

タイヤローラー(8～20t) 6台

振動ローラー(0.8～1.1t) 0台

振動ローラー（3～4t） 6台

被害想定

がれき量 5,800㎥

橋梁段差 12橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 1箇所

凡 例

 アクセスすべき拠点

概ね１日

概ね１～２日

概ね３日

概ね７日

啓開日数設定なし

 緊急輸送ルート

Step1
Step2
Step3

    拠点・施設等への
   接続ルート

凡 例
： 橋梁段差
： 橋梁流出
： 落橋
： 斜面崩壊

  （防災点検要対策を含む)
： 迂回路

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地内進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート
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注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／磐田

0 5km

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 52.2㎥

RC-40 127㎥

バックホウ(0.8㎥) 17台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ（3t級） 7台

タイヤローラー(8～20t) 7台

振動ローラー(0.8～1.1t) 0台

振動ローラー（3～4t） 7台

被害想定

がれき量 3,829㎥

橋梁段差 19橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

凡 例

 アクセスすべき拠点

概ね１日

概ね１～２日

概ね３日

概ね７日

啓開日数設定なし

 緊急輸送ルート

Step1
Step2
Step3

    拠点・施設等への
   接続ルート

凡 例
： 橋梁段差
： 橋梁流出
： 落橋
： 斜面崩壊

  （防災点検要対策を含む)
： 迂回路

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地内進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート
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注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／袋井

0 5km

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 54.0㎥

RC-40 152㎥

バックホウ(0.8㎥) 18台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ（3t級） 7台

タイヤローラー(8～20t) 7台

振動ローラー(0.8～1.1t) 0台

振動ローラー（3～4t） 7台

被害想定

がれき量 6,447㎥

橋梁段差 22橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

凡 例

 アクセスすべき拠点

概ね１日

概ね１～２日

概ね３日

概ね７日

啓開日数設定なし

 緊急輸送ルート

Step1
Step2
Step3

    拠点・施設等への
   接続ルート

凡 例
： 橋梁段差
： 橋梁流出
： 落橋
： 斜面崩壊

  （防災点検要対策を含む)
： 迂回路

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地内進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート
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注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／掛川

0 5km

必要資機材量

大型土のう 210袋

盛土 0㎥

土砂 97.6㎥

RC-40 226㎥

バックホウ(0.8㎥) 18台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ（3t級） 9台

タイヤローラー(8～20t) 9台

振動ローラー(0.8～1.1t) 0台

振動ローラー（3～4t） 9台

被害想定

がれき量 4,600㎥

橋梁段差 15橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 6箇所

凡 例

 アクセスすべき拠点

概ね１日

概ね１～２日

概ね３日

概ね７日

啓開日数設定なし

 緊急輸送ルート

Step1
Step2
Step3

    拠点・施設等への
   接続ルート

凡 例
： 橋梁段差
： 橋梁流出
： 落橋
： 斜面崩壊

  （防災点検要対策を含む)
： 迂回路

道路啓開ルート

空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地内進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート
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注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

静岡県／菊川 N静岡県／菊川 道路啓開ルート

凡 例
： 橋梁段差
： 橋梁流出
： 落橋
： 斜面崩壊

  （防災点検要対策を含む)
： 迂回路

0 5km

被害想定

がれき量 2,989㎥

橋梁段差 6橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 6箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 52.1㎥

RC-40 109㎥

バックホウ(0.8㎥) 18台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ（3t級） 6台

タイヤローラー(8～20t) 6台

振動ローラー(0.8～1.1t) 0台

振動ローラー（3～4t） 6台
空路・海路のアクセスに寄与する拠点

※広域受援計画の防災拠点のうち、くし

の歯作戦のアクセスすべき拠点以外

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例

 アクセスすべき拠点

概ね１日

概ね１～２日

概ね３日

概ね７日

啓開日数設定なし

 緊急輸送ルート

Step1
Step2
Step3

    拠点・施設等への
   接続ルート

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地内進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート
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音羽蒲郡IC

愛知県／田原

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N 優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

豊橋公園

拠点事務所

東三河建設事務所
参集場所

名古屋国道事務所 東三河維持出張所

豊橋市役所 東三河総局

独立行政法人国立病院機構
豊橋医療ｾﾝﾀｰ

三河港船渡埠頭3号岸壁

三河港田原埠頭2号岸壁

渥美農業高校

田原市役所渥美支所

前澤物産(株)
田原青果ｾﾝﾀｰ

田原市役所

道の駅伊良湖ｸﾘｽﾀﾙﾎﾟﾙﾄ

資材置場

大崎IC高架下

名四国道事務所
拠点事務所

被害想定

がれき量 5,727㎥

橋梁段差 38橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 3箇所

必要資機材量

大型土のう 150袋

盛土 0㎥

土砂 13㎥

RC-40 208㎥

バックホウ（0.8㎥） 35台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 2台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 2台

拠点事務所

三河港務所
参集場所

豊川IC

七根IC

大崎IC

豊橋港IC

豊橋東IC

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

道の駅とよはし

赤羽根文化広場
JA愛知みなみ
第1事業所（東部支所）

太平洋ﾛﾝｸﾞﾋﾞｰﾁ

恋路ヶ浜

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

渥美運動公園
多目的広場

旧伊良湖小学校

田原市赤羽根市民ｾﾝﾀｰ

ｼﾝﾌｫﾆｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(株)
豊橋製作所

豊橋河川事務所

高師緑地

向山緑地(文化市民会館・運動広場)

岩田運動公園

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
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資材置場

豊川為当IC高架下

中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／豊橋

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N
名四国道事務所
拠点事務所

豊川市役所

豊橋総合ｽﾎﾟｰﾂ公園
（豊橋市総合体育館）

新城PA(下り)
陸上自衛隊
豊川駐屯地

豊川市民病院

豊橋市民病院

陸上自衛隊 
日吉原演習場

陸上自衛隊 
千両演習場

三河港神野埠頭7号岸壁

豊川地区防災倉庫

拠点事務所

東三河建設事務所
参集場所

被害想定

がれき量 1,132㎥

橋梁段差 42橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 40㎥

RC-40 726㎥

バックホウ（0.8㎥） 18台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 6台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 6台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 6台

資材置場

豊川IC高架下

資材置場

小坂井御津IC高架下

拠点事務所

三河港務所
参集場所

東三河ふるさと公園

音羽運動公園

音羽
蒲郡IC

豊川IC

神野新田IC

豊川橋南IC

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

豊川橋料金所跡地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

羽根井ｽﾎﾟｰﾂ広場

小坂井拠点避難地

曙ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

豊川公園(陸上競技場)

赤塚山公園

豊川市ｽﾎﾟｰﾂ公園

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



25中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／蒲郡

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

蒲郡市民病院

蒲郡市役所

三河港蒲郡埠頭9号岸壁

蒲郡市
ﾓｰﾀｰﾎﾞｰﾄ競走場

蒲郡市民体育ｾﾝﾀｰ

拠点事務所

東三河建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

浜町仮設ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場

音羽蒲郡IC

蒲郡IC
蒲郡IC高架下

資材置場

被害想定

がれき量 305㎥

橋梁段差 2橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 0㎥

RC-40 0㎥

バックホウ（0.8㎥） 6台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 0台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 0台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 0台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

海陽多目的広場

浜町多目的広場

中央公園(蒲郡市)

三河港務所蒲郡出張所

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



26中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／幸田

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

幸田町役場

蒲郡市農業協同組合
総合集出荷場

拠点事務所

西三河建設事務所
参集場所

幸田町民会館

名古屋国道事務所
岡崎国道維持出張所

参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

幸田芦谷IC高架下幸田中央公園

音羽蒲郡IC

幸田芦谷IC

岡崎東IC

岡崎IC

蒲郡IC

西尾東IC

被害想定

がれき量 635㎥

橋梁段差 27橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 1㎥

RC-40 42㎥

バックホウ（0.8㎥） 0台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 1台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

藤田医科大学
岡崎医療ｾﾝﾀｰ

愛知県中央青果(株)
本社岡崎市場

ｻﾝｴｲ(株)
西尾物流ｾﾝﾀｰ

小松運輸(株)
西尾物流ｾﾝﾀｰ

ｶﾘﾂｰ(株)
西尾東物流ｾﾝﾀｰ

浜町ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ蒲郡駐車場

蒲郡市公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

愛知こどもの国あさひが丘駐車場

緑ヶ崎野球場

愛知こどもの国運動広場

浜ノ山ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞA,B寺部野球場

防災広場

浜町仮設ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ場

道の駅筆柿の里・幸田

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



27中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／西尾

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

西尾市民病院

一色漁港耐震強化岸壁

西尾市役所

愛知県中央青果(株)
西尾市場

拠点事務所

西三河建設事務所 
西尾支所

参集場所

資材置場

西尾東C高架下

一色海浜公園

横須賀公園

緑ケ崎野球場

愛知こどもの国

岡崎IC

西尾東IC

小島江原IC

幸田芦谷IC

被害想定

がれき量 4,914㎥

橋梁段差 12橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 3箇所

必要資機材量

大型土のう 465袋

盛土 0㎥

土砂 23㎥

RC-40 354㎥

バックホウ（0.8㎥） 33台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 2台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 2台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

西尾市ふるさと公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

古川右岸1号緑地

ﾎﾜｲﾄｳｪｲﾌﾞ21

西尾市みなとまち1号緑地

みなとまち緑地

ｾﾞﾛﾒｰﾄﾙ地帯広域防災活動拠点
(西三河南部地域・西尾市)

西尾市役所会議棟
(会議室2,3,4)

西尾市立看護専門学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

西尾公園(総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



28中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／碧南

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

厚生連 安城更生病院

衣浦港中央埠頭
東4号岸壁

安城市役所

碧南市役所

県立碧南高等学校

拠点事務所

知立建設事務所
参集場所

碧南市臨海公園

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

和泉IC高架下

県立高浜高等学校

和泉IC

西尾東IC

高棚北IC

被害想定

がれき量 1,157㎥

橋梁段差 31橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 23㎥

RC-40 358㎥

バックホウ（0.8㎥） 7台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 3台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 3台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 3台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

道の駅にしお岡ノ山

古川緑地

西尾市ｽﾎﾟｰﾂ公園
(総合体育館駐車場)

矢作川西尾緑地

五反田ｸﾞﾗﾝﾄﾞ,
五反田第2ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

県立西尾東高等学校

安城公園

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



29中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／刈谷

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

刈谷豊田総合病院

高浜ｴｺﾊｳｽ

刈谷市役所

高浜市役所

刈谷市総合運動公園

拠点事務所

知立建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

上重原IC高架下

県立高浜高等学校

上重原IC

和泉IC

豊明IC

豊田南IC

高棚北IC

西中IC

被害想定

がれき量 1,682㎥

橋梁段差 24橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 22㎥

RC-40 384㎥

バックホウ（0.8㎥） 6台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 5台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 5台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 5台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

愛知豊明花き地方卸売市場

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



30中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／大府

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

大府市役所

東浦町役場

東浦町西部防災倉庫

大府市中央防災倉庫

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

名古屋南IC高架下

県立東浦高等学校

あいち健康の森公園

阿久比IC

名古屋南IC

豊明IC

東海IC

知
多
半
島
道
路

東浦知多IC

大府東海IC

被害想定

がれき量 892㎥

橋梁段差 10橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 10㎥

RC-40 226㎥

バックホウ（0.8㎥） 7台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 4台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 4台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 4台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

共和IC
大府西IC

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

於大公園

横根ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

大府市営ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

上野台公園

大府みどり公園芝生広場

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



31中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／半田

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

半田市役所

衣浦港事務所
愛知県道路公社道路管制室・
愛知道路ｺﾝｾｯｼｮﾝ株式会社

衣浦港中央埠頭西3号岸壁

武豊町中央公民館

知多県民事務所

阿久比町役場

阿久比町ふれあいの森
阿久比町ｽﾎﾟｰﾂ村

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

半田中央IC

拠点事務所

衣浦港務所
参集場所

半田中央IC

半田IC

知多横断道路

南
知
多
道
路

阿久比IC被害想定

がれき量 1,057㎥

橋梁段差 1橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 17㎥

RC-40 368㎥

バックホウ（0.8㎥） 6台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 4台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 4台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 4台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



32中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／武豊

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

衣浦港武豊北埠頭1号岸壁

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

武豊町役場

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

県道72号
南知多道路高架下

拠点事務所

衣浦港務所
参集場所

武豊町町民会館
ふれあい広場

半田中央IC

半田IC

武豊IC

美浜IC

南
知
多
道
路

被害想定

がれき量 704㎥

橋梁段差 2橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 5㎥

RC-40 138㎥

バックホウ（0.8㎥） 8台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 2台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 2台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

武豊町運動公園

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



33中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／美浜

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

美浜町役場

JAあいち知多 美浜営農ｾﾝﾀｰ

美浜町総合公園体育館

JAあいち知多 南知多営農ｾﾝﾀｰ
内海事業所 

愛知県厚生農業協同組合連合会
知多厚生病院

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

県道72号
南知多道路高架下

美浜IC

南知多IC

豊丘IC

南
知
多
道
路

被害想定

がれき量 623㎥

橋梁段差 4橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 1箇所

必要資機材量

大型土のう 30袋

盛土 0㎥

土砂 5㎥

RC-40 88㎥

バックホウ（0.8㎥） 13台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 2台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 2台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

美浜町総合公園

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



34中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／南知多

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

南知多町役場

旧新運動公園

JAあいち知多 
南知多営農ｾﾝﾀｰ
野菜集出荷場

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

県道7号大井西
交差点付近

南知多IC

美浜IC

南
知
多
道
路

被害想定

がれき量 4,199㎥

橋梁段差 6橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 7箇所

必要資機材量

大型土のう 2,700袋

盛土 0㎥

土砂 2㎥

RC-40 62㎥

バックホウ（0.8㎥） 20台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 2台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 2台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

小野浦海水浴場

内海海水浴場

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

豊浜漁港施設用地

南知多町運動公園
(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・ﾃﾆｽｺｰﾄ・駐車場)

町民会館ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
(ｸﾞﾗﾝﾄﾞ・駐車場)

豊丘IC

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



35中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／常滑

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

半田運動公園

知多半島
総合医療ｾﾝﾀｰ

常滑市役所

ｻｻﾞﾝｱﾘｰﾅ

常滑市体育館

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ
とこなめ

地方卸売市場
知多南部総合卸売市場

知多中央防災倉庫

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

半田中央IC

半田中央IC

半田IC

武豊IC

南知多IC

美浜IC

阿久比IC

セントレア東IC

常滑IC

知
多
半
島
道
路

南
知
多
道
路

511

被害想定

がれき量 989㎥

橋梁段差 8橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 1箇所

必要資機材量

大型土のう 390袋

盛土 0㎥

土砂 6㎥

RC-40 108㎥

バックホウ（0.8㎥） 5台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 2台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 2台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

りんくうﾋﾞｰﾁ

小野浦海水浴場

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

常滑公園

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



36中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／知多

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

公立西知多総合病院

拠点事務所

知多建設事務所
参集場所

出光興産(株)愛知事業所

東海市役所

知多市役所

旭公園体育館

知多市民体育館

名四国道事務所
拠点事務所

資材置場

名古屋南IC高架下

ふれあい広場

あいち健康の森公園

大府東海IC

東浦知多IC

名古屋南IC東海IC

阿久比IC

大高IC

55

被害想定

がれき量 332㎥

橋梁段差 18橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 31㎥

RC-40 546㎥

バックホウ（0.8㎥） 2台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 4台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 4台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 4台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

知多運動公園

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例旭公園

知多営業ｾﾝﾀｰ

大同大学元浜ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



37中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／名古屋沿岸部

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

名古屋国道事務所
維持第三出張所

名古屋高速道路公社黄金ﾋﾞﾙ

名古屋港管理組合

名古屋港大江ふ頭
38号岸壁

名古屋港潮凪ふ頭
28、29号岸壁

ENEOS名古屋
第二油槽所

稲永公園
(稲永ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ)

名古屋国際会議場・白鳥公園一帯
（名古屋国際会議場）

中川土木事務所

港土木事務所

名古屋競輪場

熱田神宮公園

豊明市役所

旧中村土木事務所
中川土木参集場所
（大津波警報発令時）

名古屋港(金城ふ頭5、6、12号上屋)

名古屋港金城ふ頭新規岸壁（概成）

愛知豊明花き
地方卸売市場

ﾎﾟｰﾄﾒｯｾなごや 
名古屋市国際展示場 名古屋港

大高緑地

中京病院

名古屋掖済会病院

中部労災病院

名四国道事務所

名古屋港湾事務所

名古屋港湾空港
技術調査事務所

日本赤十字社
愛知医療ｾﾝﾀｰ
名古屋第一病院

参集場所

熱田土木事務所

名古屋市役所
拠点事務所

名古屋国道事務所
維持第一出張所

参集場所

名古屋国道事務所
拠点事務所

中土木事務所
参集場所

中村土木事務所
参集場所

南土木事務所
参集場所

中央公園

豊明IC

東海IC

名港中央IC

名港潮見IC

大高IC

船見出入口

笠寺出口

堀田出口

黄金出入口

名古屋高速
都心環状線

名古屋高速5号万場線

名古屋南IC

名
古
屋
高
速
4
号
東
海
線

稲永東公園

被害想定

がれき量 0㎥

橋梁段差 0橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 45㎥

RC-40 778㎥

バックホウ（0.8㎥） 24台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 2台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 2台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



38中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／弥富

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

学戸公園

海南病院

津島市民病院

戸田川緑地

あま市役所

愛西市役所

津島市役所

弥富市役所

蟹江町役場

飛島村役場

佐川急便(株)
佐屋営業所

栄進物流(株)

森吉通運(株)
蟹江ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ

津島市文化会館

飛島村南拠点
避難所

七宝防災倉庫

県立美和高等学校

飛島村北拠点
避難所

南部地区
防災ｾﾝﾀｰ

JA海部東農業協同組合
美和支店ﾗｲｽｾﾝﾀｰ

JAあいち海部ﾚﾝｺﾝｾﾝﾀｰ

道の駅ふれあいの里
HASUﾊﾟｰｸ

名古屋港鍋田ふ頭
T2、T3岸壁 名古屋港飛島ふ頭

TS1、TS2岸壁

海部県民事務所

拠点事務所

海部建設事務所
参集場所

大治町役場

あいち海部農業
協同組合大治支店

大治(三本木)水防倉庫

名古屋国道事務所
維持第一出張所

参集場所

名古屋国道事務所
拠点事務所

資材置場

伊勢湾岸高架下
（楠１丁目交差点東）

日光川
ｳｫｰﾀｰﾊﾟｰｸ

海南こどもの国

東公園

佐屋総合運動場

立田総合運動場

木曽川高畑地区河川防災ｽﾃｰｼｮﾝ

佐織総合運動場

弥富文化広場市民ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

上野グランド

七宝鷹居ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

美和ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

蟹江IC

湾岸弥富IC

弥富IC

飛島IC

名古屋西IC

大治北IC

甚目寺北IC

伊勢湾岸自動車道

名古屋高速5号万場線

富田IC

被害想定(海部)

がれき量 0㎥

橋梁段差 0橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量(海部)

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 39㎥

RC-40 580㎥

バックホウ（0.8㎥） 13台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 4台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 4台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 4台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

飛島村公民館分
館体育館

東ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

海部南部消防組合
消防本部

弥富文化広場
子宝ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

親水公園
総合運動場

ｾﾞﾛﾒｰﾄﾙ地帯
広域防災活動拠点
(木曽三川下流域Ⅰ・愛西市)

愛西市消防本部

海部南部消防組合北分署

天王川公園

福島野球場

稲沢市立陸上競技場

稲沢市立
平和町六輪ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



39

155

中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／一宮

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

一宮市立市民病院

総合大雄会病院

愛知県厚生農業
協同組合連合会
稲沢厚生病院

稲沢市民病院

一宮市役所

稲沢市役所

一宮ｽﾎﾟｰﾂ文化ｾﾝﾀｰ

尾西生涯学習ｾﾝﾀｰ

佐川急便(株)
一宮営業所

拠点事務所

一宮建設事務所
参集場所

名古屋国道事務所
維持第二出張所

参集場所

拠点事務所

愛知国道事務所

稲沢市陸上競技場

国営木曽三川公園
ﾜｲﾙﾄﾞﾈｲﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ

祖父江ﾜｲﾙﾄﾞﾈｲﾁｬｰ緑地

資材置場

一宮木曽川IC高架下

一宮東出口

一宮JCT

一宮西IC

尾西IC

一宮IC

一宮木曽川IC

東
海
北
陸
自
動
車
道

133
155

67

被害想定

がれき量 144㎥

橋梁段差 8橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 13㎥

RC-40 200㎥

バックホウ（0.8㎥） 0台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 1台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

ﾕﾆｰ(株)西駐車場

西島運動広場

奥野公園

木曽川緑地公園

祖父江の森

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



40中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／江南

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

いちい信金ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ
（愛知県一宮総合運動場）

JA愛知北犬山支店

尾張一宮PA
(上り)

尾張一宮PA
(下り)

愛知県厚生農業
協同組合連合会
江南厚生病院

岩倉市役所

犬山市役所

江南市役所

北名古屋市役所

大口町役場

扶桑町役場

日本通運(株)名古屋北支店
ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ課

北名古屋市
総合体育館

山の田公園野球場

岩倉市総合
体育文化ｾﾝﾀｰ

石塚硝子(株)
本社・岩倉工場

KTXｱﾘｰﾅ
(江南市ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ)

扶桑文化会館

Home&nicoﾎｰﾙ
(江南市民文化会館)

扶桑町中央公民館

拠点事務所

一宮建設事務所
参集場所

拠点事務所

尾張建設事務所
参集場所

拠点事務所

愛知国道事務所

名古屋国道事務所
維持第二出張所

参集場所

資材置場

小牧IC高架下

大口町総合運動場
(ｵｰｸﾏｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

一宮IC

春日出口

小牧IC

一宮東出口

東
海
北
陸
自
動
車
道

被害想定

がれき量 9㎥

橋梁段差 4橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 10㎥

RC-40 150㎥

バックホウ（0.8㎥） 0台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 3台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 3台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 3台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

秋田ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

第一駐車場・
第三駐車場

はるひ夢の森公園

文化の森物語の広場

岩倉中学校ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

八剱憩いの広場

石仏ｽﾎﾟｰﾂ広場

江南緑地公園(草井)

木曽川扶桑緑地公園ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

扶桑町北部ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

木曽川犬山緑地

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



41中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／春日井

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

名古屋飛行場
(航空自衛隊小牧基地)

中日本高速道路（株）
名古屋工事事務所

愛・地球博記念公園

内津峠PA(上り)

内津峠PA(下り)

愛知県警察学校

陸上自衛隊春日井駐屯地

中部管区警察学校

小牧市ｽﾎﾟｰﾂ公園

小牧市民病院

春日井市民病院

愛知医科大学病院

公立陶生病院

瀬戸市役所

春日井市役所

小牧市役所

長久手市役所

尾張旭市役所

豊山町役場

尾張旭市総合体育館

ながくてｴｺﾊｳｽ

山車倉庫

豊山町社会教育ｾﾝﾀｰ

尾張東地方卸売市場

春日井市総合体育館
温水ﾌﾟｰﾙ駐車場

日立ﾁｬﾈﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株)

拠点事務所

尾張建設事務所
参集場所

拠点事務所

愛知国道事務所

名古屋国道事務所
維持第二出張所

参集場所

資材置場

春日井IC高架下

瀬戸市民公園

白山運動広場
牛山運動広場

小牧市総合運動場

旭ケ丘運動広場

城山野球場

尾張旭市南ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

晴丘運動広場

長久手ｽﾎﾟｰﾂの杜

愛知県森林公園

名古屋IC

小牧JCT

春日井IC

勝川IC

小牧IC

楠JCT

小牧北出口

小牧北入口

豊山南入口

大森C

本郷IC

名神高速道路

被害想定

がれき量 46㎥

橋梁段差 6橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 3㎥

RC-40 40㎥

バックホウ（0.8㎥） 0台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 1台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

北名古屋市
総合運動広場

豊山ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

神明公園

前高ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

小牧勤労ｾﾝﾀｰ駐車場

小幡緑地
(守山ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ)

落合公園

瀬戸市文化ｾﾝﾀｰ駐車場
(北・南・臨時駐車場)

愛知県口論義運動公園

志段味ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ 愛知県消防学校

長久手市民野球場

春日井総合体育館

名東ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

守山SIC

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



42中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／名古屋内陸部

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

名古屋記念病院

名古屋市立大学
医学部附属
西部医療ｾﾝﾀｰ

藤田医科大学病院

愛知国道事務所

中部技術事務所

名古屋国道事務所
維持第一出張所

名古屋国道事務所
維持第四出張所

中日本高速道路（株）
名古屋支社

中日本高速道路（株）
名古屋 保全・ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

名古屋高速道路公社
本社

庄内緑地

平和公園

志段味ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ

牧野ヶ池緑地

陸上自衛隊
守山駐屯地

名東ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ

清須市役所

瑞穂公園体育館

新川地域文化広場

中京競馬場東第5駐車場

ｷﾘﾝﾋﾞｰﾙ
名古屋工場

ﾐﾗｲﾉ本社営業所

名古屋市
中小企業
振興会館
(吹上ﾎｰﾙ)

名古屋大学
医学部附属病院

名古屋市立大学
医学部附属
東部医療ｾﾝﾀｰ

名古屋市立
大学病院

日本赤十字社
愛知医療ｾﾝﾀｰ
名古屋第二病院

拡大図

守山土木事務所
参集場所

名東土木事務所
参集場所

天白土木事務所
参集場所

瑞穂土木事務所
参集場所

名古屋国道事務所
拠点事務所

昭和土木事務所
参集場所

東土木事務所
参集場所

千種土木事務所
参集場所中土木事務所

参集場所

緑土木事務所
参集場所

参集場所

枇杷島公園

清須

庄内通

上社南IC

小幡IC

名古屋IC

守山SIC

鳥見

鳴海IC

有松IC

植田IC

春岡 四谷

清洲東IC

名古屋第二環状自動車道

名古屋高速
都心環状線

名古屋高速5号万場線

名
古
屋
高
速
6号

清
須
線

吹上東
吹上西

中部地方整備局
丸の内庁舎

名古屋高速道路公社
黒川ビル

愛知県道路公社本社

愛知県庁

尾張建設事務所、
尾張県民事務所

愛知県自治センター

名城公園

北土木事務所

西土木事務所

名古屋合同庁舎２号館、
中部地方整備局
三の丸庁舎

愛知国際アリーナ

名古屋医療センター

拡大図

拠点事務所

名古屋市役所

参集場所

参集場所

丸の内

黒川

被害想定

がれき量 1,159㎥

橋梁段差 6橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 23㎥

RC-40 340㎥

バックホウ（0.8㎥） 0台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 1台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

町民運動広場

森ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

大治町多目的ｽﾎﾟｰﾂ広場

庄内川新川緑地

中京競馬場

日本赤十字社
愛知医療ｾﾝﾀｰ
名古屋第一病院

名古屋競輪場

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間



43中部道路啓開計画 具体計画図

愛知県／豊田

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

豊田市役所小原支所

豊田市役所足助支所

豊田市役所稲武支所

豊田市役所旭支所

豊田市役所下山支所

豊田市役所藤岡支所

豊田市役所
松平支所

豊田ｽﾀｼﾞｱﾑ(芝生広場・南駐車場)豊田市
西部体育館

豊田地域文化
広場体育館

豊田市運動公園
体育館北多目的広場

東山体育センター

豊田市松平体育館

厚生連 豊田厚生病院

ﾄﾖﾀ記念病院

中日本高速道路（株）
豊田保全・ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

拡大図

資材置場

豊田東IC高架下

名四国道事務所
拠点事務所

藤岡ｺﾐｭﾆﾃｨ広場(広場・駐車場)

緑の公園

下山中学校

越戸公園

豊田藤岡IC

豊田勘八IC

豊田東IC

豊田松平IC

豊田上郷SIC

被害想定

がれき量 7㎥

橋梁段差 0橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 3㎥

RC-40 40㎥

バックホウ（0.8㎥） 0台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 1台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 1台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 1台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

豊田市役所

豊田加茂総合庁舎

名古屋国道事務所
豊田維持出張所

名四国道事務所
豊田出張所

拡大図

拠点事務所

豊田加茂
建設事務所

参集場所

参集場所

中央公園一帯
（矢作川豊田 防災ｽﾃｰ
ｼｮﾝを含む。）

白浜公園

矢作川
豊田防災ｽﾃｰｼｮﾝ

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

豊田市南消防署

豊田地域文化広場

豊田市中消防署

豊田市運動公園体育館

香嵐渓多目的広場

下山運動場

豊田市北消防署

藤岡運動広場

矢作川島崎公園

旭総合体育館ほか駐車場

矢作川時瀬公園跡地

稲武夏焼ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

豊田市足助消防署
足助ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

矢作川池島公園跡地

豊田ｽﾀｼﾞｱﾑ

豊田加茂建設事務所足助支所

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
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愛知県／豊田２

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

日進市役所

みよし市役所

東郷町役場

東郷町民会館

日進市民会館

JAあいち豊田
ｸﾞﾘｰﾝｽﾃｰｼｮﾝ三好

中部ﾄﾗｯｸ総合研修ｾﾝﾀｰ

拠点事務所

豊田加茂
建設事務所

参集場所

資材置場

豊田東IC高架下

名四国道事務所
拠点事務所

三好公園

東名三好IC

被害想定

がれき量 14㎥

橋梁段差 0橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 0㎥

RC-40 0㎥

バックホウ（0.8㎥） 0台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 0台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 0台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 0台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

豊明市農村環境改善ｾﾝﾀｰ

祐福寺ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

和合知々釜ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

桜公園(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

旭ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

愛知池運動公園

日進市総合運動公園

中央公園(豊明市)

豊明市文化会館

豊明市役所

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
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愛知県／岡崎

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

N

岡崎中央総合公園

岡崎市役所

知立市役所

岡崎通運(株)
矢作主管営業所

岡崎市役所
額田支所

安城市
総合運動公園

岡崎通運(株)
安城東ﾛｼﾞﾈｯﾄ･ｾﾝﾀｰ

岡崎通運(株)
上郷ﾛｼﾞﾈｯﾄ･ｾﾝﾀｰ

高岡公園体育館
高岡公園(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・多目的広場)

柳川瀬公園体育館
豊田市柳川瀬公園(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ)

岡崎市民病院

藤田医科大学
岡崎医療ｾﾝﾀｰ

西三河県民事務所

拠点事務所

西三河建設事務所
参集場所

名古屋国道事務所
岡崎国道維持出張所

参集場所

資材置場

豊田東IC高架下

名四国道事務所
拠点事務所

知立市
昭和ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ(野球場)

岡崎IC

岡崎東IC

豊田東IC豊田南IC

豊田
上郷SIC豊明IC

愛知県中央青果(株)
本社岡崎市場

被害想定

がれき量 178㎥

橋梁段差 17橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 18㎥

RC-40 378㎥

バックホウ（0.8㎥） 0台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 2台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 2台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 2台

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

岡崎市額田運動広場

岡崎市龍北総合運動場

道の駅藤川宿

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
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愛知県／新城

注）被害量、必要資機材量は、現在想定される条件のもとに算定したものであり、実際の発災時には異なることがある。

被害想定

がれき量 44㎥

橋梁段差 0橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 1箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 0㎥

RC-40 0㎥

バックホウ（0.8㎥） 0台

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ(3t/15t級) 0台

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ（8～20t） 0台

振動ﾛｰﾗｰ(0.8t) 0台

振動ﾛｰﾗｰ(3.0t) 0台

N

新城総合公園

新城設楽建設事務所
設楽支所

設楽町役場

東栄町役場

豊根村役場

新城市役所作手総合支所

新城市役所鳳来総合支所

設楽町役場津具総合支所

豊根村役場富山支所

設楽町ふれあい広場
ｽｲｽｲﾊﾟｰｸ

東栄B&G海洋センター体育館

拡大図

長篠設楽原PA

名四国道事務所
拠点事務所

桜淵いこいの広場ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ふれあいﾊﾟｰｸほうらい

鬼久保ふれあい広場

新城IC

鳳来峡IC

新城市民病院
新城市役所

東三河総局
新城設楽振興事務所

新城市役所東庁舎

拡大図
拠点事務所

新城設楽
建設事務所

参集場所

資材置場

新城道路
防災基地

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・
海路のアクセスに寄与する拠点
●：ヘリポートを有する拠点
▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

愛知県奥三河総合ｾﾝﾀｰ
(ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ・体育館)

学童農園
やまびこの丘多目的広場

村民ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

花の木総合ｸﾞﾗﾝﾄﾞ

多目的広場

山村広場

愛知県総合射撃場
東栄町総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

凡 例
広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
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濃尾平野総合啓開を踏まえ検討

濃尾平野総合啓開を踏まえ検討

参集場所（支援） 資材置場

桑名東ＩＣ付近

資材置場

桑名ＩＣ付近
拠点事務所・参集場所(支部内）

桑名建設事務所

応援業者

桑名市総合運動公園

被害想定

がれき量 1,621㎥

 橋梁段差 50橋台

 橋梁流出 0橋

 落橋 0橋

 斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 175㎥

RC-40 368㎡

バックホウ（0.8㎥） 10台

ブルドーザー（3t/15t級） 12台

タイヤローラー（8～20t） 11台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 7台

365

421

258

1

1

23

64

69

142

258

三重県／桑名

桑名東IC

桑名IC

みえ朝日IC四日市東IC

東員IC

大安IC

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例
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資材置場

四日市ＩＣ付近

資材置場

四日市東ＩＣ付近

拠点事務所・参集場所(支部内）

四日市建設事務所

参集場所（支援）

垂坂ソフトボール場

参集場所（支援）

グレイスヒルズカントリー倶楽部

鈴鹿地区から啓開

1

64

164

23

1

25

477

1
64

306

23

みえ朝日IC
四日市東IC

四日市IC

菰野IC

被害想定

がれき量 9,751㎥

橋梁段差 78橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 2箇所

必要資機材量

大型土のう 15袋

盛土 0㎥

土砂 493㎥

RC-40 762㎡

バックホウ（0.8㎥） 29台

ブルドーザー（3t/15t級） 29台

タイヤローラー（8～20t） 19台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 17台

三重県／四日市

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例
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拠点事務所・参集場所(支部内）

鈴鹿建設事務所

広域防災拠点（中勢拠点）

資材置場

鈴鹿ＩＣ付近

参集場所(支援)

資材置場

鈴鹿市河川
防災センター

被害想定

がれき量 2,475㎥

橋梁段差 44橋台

橋梁流出 0橋

落橋 1橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 315㎥

RC-40 488㎡

バックホウ（0.8㎥） 17台

ブルドーザー（3t/15t級） 10台

タイヤローラー（8～20t） 9台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 7台

54

8

23

1

27 1

25

23

637

三重県／鈴鹿

鈴鹿IC

亀山IC

1

名阪国道

25

23

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例
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応援業者

拠点事務所・参集場所(支部内・支援)

北勢国道事務所 亀山庁舎

被害想定

がれき量 109㎥

橋梁段差 60橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 213㎥

RC-40 522㎡

バックホウ（0.8㎥） 3台

ブルドーザー（3t/15t級） 5台

タイヤローラー（8～20t） 5台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 5台

1

三重県／亀山

亀山IC

名阪国道

25

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 51

拠点事務所・
参集場所(支部内）

三重河川国道事務所

参集場所（支援）

中勢グリーンパーク

資材置場

中勢バイパス整備予定地

被害想定

がれき量 8,543㎥

橋梁段差 50橋台

橋梁流出 0橋

落橋 1橋

斜面崩壊 1箇所

必要資機材量

大型土のう 15袋

盛土 0㎥

土砂 285㎥

RC-40 470㎡

バックホウ（0.8㎥） 23台

ブルドーザー（3t/15t級） 21台

タイヤローラー（8～20t） 17台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 14台

23

23

306

23

410

10

三重県／津1

芸濃IC

津IC

久居ＩＣ付近

資材置場

中勢バイパス高架下

津市久居グラウンド

参集場所（支援）

メッセウィングみえ

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例
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拠点事務所・参集場所(支部内）

三重河川国道事務所

資材置場

久居ＩＣ付近

応援業者

津市久居グラウンド
参集場所（支援）

資材置場

中勢バイパス高架下

参集場所（支援）

メッセウィングみえ

応援業者

被害想定

がれき量 8,543㎥

橋梁段差 50橋台

橋梁流出 0橋

落橋 1橋

斜面崩壊 1箇所

必要資機材量

大型土のう 15袋

盛土 0㎥

土砂 285㎥

RC-40 470㎡

バックホウ（0.8㎥） 23台

ブルドーザー（3t/15t級） 21台

タイヤローラー（8～20t） 17台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 14台

42

23

23

10

23

23

165

114

145

15

三重県／津2

津IC

久居IC

一志嬉野IC

参集場所（支援）

中勢グリーンパーク

資材置場

中勢バイパス整備予定地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例
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拠点事務所・参集場所(支部内）

紀勢国道事務所

参集場所（支援）

松阪農業公園ベルファーム

応援業者

応援業者

参集場所（支援）

松阪市嬉野グラウンド

参集場所（支援）

天啓公園

被害想定

がれき量 12,393㎥

橋梁段差 112橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 631㎥

RC-40 1,048㎡

バックホウ（0.8㎥） 25台

ブルドーザー（3t/15t級） 17台

タイヤローラー（8～20t） 14台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 13台

23

23

23

37

145

24

59

42

413

713

三重県／松阪1

一志嬉野IC

松阪IC

伊
勢
自
動
車
道

160

166

資材置場

松阪多気BPⅡ期線用地

資材置場

松阪多気BPⅡ期線用地

参集場所（支援）

明和町公共施設整備事業用地

資材置場

勢和多気ＩＣ付近

参集場所（支援）

VISION

天啓公園

拠点事務所・参集場所（支部内）

紀勢国道事務所

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 54

資材置場

勢和多気ＩＣ付近

参集場所（支援）

天啓公園

応援業者

被害想定

がれき量 12,393㎥

橋梁段差 112橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 631㎥

RC-40 1,048㎡

バックホウ（0.8㎥） 25台

ブルドーザー（3t/15t級） 17台

タイヤローラー（8～20t） 14台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 13台

42

42

三重県／松阪2

勢和多気IC

大宮大台IC

拠点事務所・参集場所(支部内）

紀勢国道事務所

松阪農業公園ベルファーム

参集場所（支援）

松阪市嬉野グラウンド

資材置場

松阪多気ＢＰⅡ期線用地（2箇所）

明和町公共施設整備事業用地

参集場所（支援）

VISION

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 55

資材置場

伊勢西ＩＣ付近

伊勢建設事務所

参集場所（支援）

五十鈴公園

参集場所（支援）・資材置場

広域防災拠点
（伊勢志摩拠点）資材置場

玉城ＩＣ付近

参集場所（支援）

宮リバー度会パーク

参集場所（支援）

大仏山公園

拠点事務所・参集場所(支部内）

被害想定

がれき量 23,266㎥

橋梁段差 224橋台

橋梁流出 0橋

落橋 2橋

斜面崩壊 17箇所

必要資機材量

大型土のう 255袋

盛土 0㎥

土砂 787㎥

RC-40 1,764㎡

バックホウ（0.8㎥） 55台

ブルドーザー（3t/15t級） 35台

タイヤローラー（8～20t） 32台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 31台

32

42

23

511

60

530
716

65

169

38

23

22

22

719

22

720

三重県／伊勢1

伊勢西IC玉城IC

伊勢二見鳥羽ライン

伊勢IC

朝熊東IC
鳥羽IC

楠部IC

朝熊IC

道路啓開基地

五ヶ所浦道路啓開基地

南中村道路啓開基地

塩屋道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 56

参集場所（支援）

宮リバー度会パーク

志摩地区から啓開

被害想定

がれき量 23,266㎥

橋梁段差 224橋台

橋梁流出 0橋

落橋 2橋

斜面崩壊 17箇所

必要資機材量

大型土のう 255袋

盛土 0㎥

土砂 787㎥

RC-40 1,764㎡

バックホウ（0.8㎥） 55台

ブルドーザー（3t/15t級） 35台

タイヤローラー（8～20t） 32台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 31台

260

260

22

2238169

719
169 12

719

169

260

16

152

573

730

三重県／伊勢2
参集場所（支援）・資材置場

広域防災拠点
（伊勢志摩拠点）

伊勢西ＩＣ付近

資材置場

玉城ＩＣ付近

五十鈴公園

参集場所（支援）

大仏山公園

伊勢建設事務所
拠点事務所・参集場所(支部内）

資材置場

紀勢大内山IC付近
道路啓開基地

崎道路啓開基地

村上道路啓開基地

参集場所（支援）

大紀町役場
大紀町大内山支所

道路啓開基地

五ヶ所浦道路啓開基地

道路啓開基地

塩屋道路啓開基地

道路啓開基地

南中村道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例
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資材置場

紀勢大内山IC付近

参集場所（支援）

大紀町役場

参集場所（支援）

大紀町大内山支所

被害想定

がれき量 23,266㎥

橋梁段差 224橋台

橋梁流出 0橋

落橋 2橋

斜面崩壊 17箇所

必要資機材量

大型土のう 255袋

盛土 0㎥

土砂 787㎥

RC-40 1,764㎡

バックホウ（0.8㎥） 55台

ブルドーザー（3t/15t級） 35台

タイヤローラー（8～20t） 32台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 31台

260

260

68

22

573

766

42

42

260

三重県／伊勢3 大宮大台IC

紀勢大内山IC

紀伊長島IC

南中村道路啓開基地

道路啓開基地

五ヶ所浦道路啓開基地

塩屋道路啓開基地

参集場所（支援）

宮リバー度会パーク

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例
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資材置場

鳥羽市堅神町地内

磯部ふれあい公園
参集場所（支援）

応援業者

被害想定

がれき量 14,703㎥

橋梁段差 74橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 225㎥

RC-40 578㎡

バックホウ（0.8㎥） 29台

ブルドーザー（3t/15t級） 19台

タイヤローラー（8～20t） 15台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 14台

42

167

47

750

167

167

32

32

47

三重県／志摩1

鳥羽IC
松下JCT

二見JCT

朝熊東IC

楠部IC

朝熊IC

資材置場

志摩市阿児町立神地内
道路啓開基地

立神道路啓開基地

迫子道路啓開基地

塩屋道路啓開基地

阿児ふるさと公園
参集場所（支援）

志摩建設事務所
拠点事務所・参集場所(支部内）

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例
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志摩建設事務所

資材置場

志摩市阿児町立神地内
阿児ふるさと公園
参集場所（支援）

応援業者

拠点事務所・参集場所(支部内）

被害想定

がれき量 14,703㎥

橋梁段差 74橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 0箇所

必要資機材量

大型土のう 0袋

盛土 0㎥

土砂 225㎥

RC-40 578㎡

バックホウ（0.8㎥） 29台

ブルドーザー（3t/15t級） 19台

タイヤローラー（8～20t） 15台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 14台

260

260

260

602
515

61

514

514

128

167

167

17

167

1717

152
112

16

260

三重県／志摩2
資材置場

鳥羽市堅神町地内
道路啓開基地

堅神道路啓開基地

磯部ふれあい公園
参集場所（支援）

立神道路啓開基地
道路啓開基地

迫子道路啓開基地
道路啓開基地

塩屋道路啓開基地
道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 60

応援業者

資材置場

紀北PA

伊勢地区から啓開

伊勢地区から啓開

被害想定

がれき量 23,519㎥

橋梁段差 108橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 3箇所

必要資機材量

大型土のう 60袋

盛土 0㎥

土砂 304㎥

RC-40 828㎡

バックホウ（0.8㎥） 31台

ブルドーザー（3t/15t級） 18台

タイヤローラー（8～20t） 18台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 18台

766

260

42

422

42

42

581

516

三重県／尾鷲1

紀伊長島IC

資材置場

紀北町海山区馬瀬地内
尾鷲北ＩＣ付近

拠点事務所参集場所（支援・支部内）

尾鷲建設事務所

道路啓開基地

島原道路啓開基地

道路啓開基地

馬瀬道路啓開基地
三木里道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 61

資材置場

紀北町海山区馬瀬地内

資材置場

尾鷲北ＩＣ付近

拠点事務所
参集場所（支援・支部内）

尾鷲建設事務所

被害想定

がれき量 23,519㎥

橋梁段差 108橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 3箇所

必要資機材量

大型土のう 60袋

盛土 0㎥

土砂 304㎥

RC-40 828㎡

バックホウ（0.8㎥） 31台

ブルドーザー（3t/15t級） 18台

タイヤローラー（8～20t） 18台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 18台

42

42

311

734

202

202

760

202

203

778

三重県／尾鷲2

海山IC

尾鷲北IC

資材置場

紀北PA

道路啓開基地

馬瀬道路啓開基地

道路啓開基地

島原道路啓開基地
三木里道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 62

被害想定

がれき量 23,519㎥

橋梁段差 108橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 3箇所

必要資機材量

大型土のう 60袋

盛土 0㎥

土砂 304㎥

RC-40 828㎡

バックホウ（0.8㎥） 31台

ブルドーザー（3t/15t級） 18台

タイヤローラー（8～20t） 18台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 18台

42

42

70

311

311

42

311

159

574

70

三重県／尾鷲3

三木里IC

賀田IC

資材置場

紀北町海山区馬瀬地内
尾鷲北ＩＣ付近

拠点事務所参集場所（支援・支部内）

尾鷲建設事務所

紀北PA

道路啓開基地

三木里道路啓開基地

道路啓開基地

馬瀬道路啓開基地
島原道路啓開基地 尾鷲南IC

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間
凡 例

資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 63

拠点事務所・参集場所(支部内）

熊野建設事務所

熊野新鹿IC付近
資材置場

被害想定

がれき量 11,062㎥

橋梁段差 90橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 2箇所

必要資機材量

大型土のう 30袋

盛土 0㎥

土砂 343㎥

RC-40 744㎡

バックホウ（0.8㎥） 37台

ブルドーザー（3t/15t級） 20台

タイヤローラー（8～20t） 20台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 20台

311

311

311

42

42

42

42

309

737

141

141

三重県／熊野1

賀田IC

熊野新鹿IC

大泊IC

道路啓開基地

井内道路啓開基地

上市木道路啓開基地

新鹿道路啓開基地
道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例



中部道路啓開計画 具体計画図 64

被害想定

がれき量 11,062㎥

橋梁段差 90橋台

橋梁流出 0橋

落橋 0橋

斜面崩壊 2箇所

必要資機材量

大型土のう 30袋

盛土 0㎥

土砂 343㎥

RC-40 744㎡

バックホウ（0.8㎥） 37台

ブルドーザー（3t/15t級） 20台

タイヤローラー（8～20t） 20台

振動ローラー（0.8～1.1t） 0台

振動ローラー（3～4t） 20台

141

141

141

42

35

42

740

62

52

739

三重県／熊野2
拠点事務所・参集場所(支部内）

熊野建設事務所

熊野新鹿IC付近
資材置場

新鹿道路啓開基地
道路啓開基地

優先啓開ルート

※高速道路を除く当該エリアの啓開範囲

凡 例

広域進出拠点

進出拠点

救助活動拠点

その他の拠点

広域支援ルート

被災地進出ルート

被災地内ルート

迂回路

拠点アクセスルート

無電柱化区間

凡 例
資材置場

アスファルトプラント

コンクリートプラント

第4章第3節の空路・海路アクセスの拠点

 :ヘリポート(赤枠囲みは大型ヘリ離着陸可能)

 :海上輸送拠点、防災拠点港湾、防災港湾

 :砂浜

上記および第4章第1節に整理した拠点以外の空路・

海路のアクセスに寄与する拠点

●：ヘリポートを有する拠点

▲：海上輸送拠点・耐震強化岸壁

凡 例

熊野市スポーツ公園
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